
‥

地

力

詑

光
r

毀
現
熊
行
の

突
先
な

収
め

以
て

刷
力
の

充
米
松
計
り

問
巡
り

敬
屁
に

伶

ほ
ん

と
†

ろ

ほ
時

常
に

戎
t
t

る

の

盛
況
と
思
わ

此

に

縄

彦
の

協

㌍
み

終
ん
と
†

傘
l‥

別
舐
成
規

刑
に

施
さ

番
地
し

発
く

ほ
初

任
伺
わ

ら
ん
こ

と
む

･

･一
石
州
都

耕
地

整
理
協
骨

ノ々

州
･

昇
一

蛸

木

骨
ほ

耕
地
放
漫
咋

非
の

完
成
か

期
し

各

地
区
相

互
の

連
結

親
船
み

は
り

毀
攻

紗

取
稚
魚
串
呪

文
及
良
材
牡

軋
¢

方

法
l

な

軒

先
†
る

か

以
て

〓
的
と

†

弟
一

】

件
▼

港

甘
ほ

前
川

耶

耕
地

琵
托
協

甘
と

持
†

茄
二

夜

光

甘
l工

准
折

節
み

前
川
粥
役
所

内
に

許
く

恥
打

保

水

食
li

尤

詑
り

沸
か

以

く

骨
爪
と

†

一

､

.
耕
地
慧
環

机
食
品

.

組
合

別
長

､

耕
地
生
理

牽
且

長
丘
垂
几
巾
の
.】

人

こ
い

放
現

地
pi
の

恥

部
指
lこ

計
れ
加
古

桝
令
に

井
部
鞘
か

代
如
†

ろ

薙
八
又
は

称

践
爪

皇
､

耕

地
毀
包
み

企
別
ぜ

ん
と

す

ろ

も
砂

茨
幹
串
軒
の

赫
怒
み

特
t
る

し

¢

約
項
の

外
政
曾
り

故

紙
に

ょ

り
名

辞
甘

爪
わ

推
光
†

･

0

:

と

み

柑

井
五

咤

水
食
に

左
の

役

托
み

托
く

,

曾

長

】

名

幹
鞍
点

一

名

幹

串

取
名

節
山

ハ

伴

食
長

.

幹
林
l‡

挽
甘
に

於
て

妨
円
件
の

甘

爪
又
托

名
辞

食
n
叫
よ

り

正
解
†

伍
し

枠

串
長
l 工

特
称
¢

互

選
と

†

那
七

陳

彼

氏
の

任
期
ほ

凡
て
ニ

ケ

年
と

し

満

潮
終
演
†
ろ

‥

と

か

符

節
八

煉

役

瓜
ほ

凡

て

奴
報
刑
卜

す

第
九

畔
‥

食
品
ほ

水

甘
な

代

来
し
謂

舵
の

食

妨
み

黎
稚
L
甘

誠
¢

識
見
と

な
ろ

砕

咋
姑
lミ

食
品
み

補

佐
し
令
艮
琳
扱

わ
あ

～

さ
は

非

甘
妨
わ

代
兎
†

幹
群
托

骨
品
の

指

揮
み

受

け

l
庶
妨
に

徒

邸
丁

節
十

傭

捜
せ
-‡

艶

常
総
時
の

土

捕
と

⊥
親
常
捜

骨
ば
毎

年
八
月
之
れ

ら
附
く

心
時
蚊

甘

一1i

周
呼

必

要
な

訟
カ

㍗
る

と

与
之

か

円
く

茄
十
〕

條

絶
食
に

於
て
政

江
†
べ

さ

博

哺
未
の

知
L

-

‥

維

如
即

督
に

槻
†

る

称

嘆

こ
.+

衣
魚

定
率

三
､

･

成
文
扱
井

四
､

甘

押l
の

襲
東

弟
十
二

件

絶
食
の

輩
l‡

出
賭

爪
の

浪
々
浪
々
以

て
ヰ
†

吋
溺

捕
れ
な

あ

上

さ
ほ
沌

長

･
六

〇

の

吹
†

る

朗
に

依
る

･

丼
十
三

陳

拉
呼
失
念

比
攻
む

野
†
る

革
吠
小

む
じ

た
る

ト

与
ほ

甘
及
ほ

幹

音
に

托
り

之
か
Ⅹ

港
†

ふ

し
¢
一
と

†
強
称
ti

弟
十
二

鰊
に

申
†

.
荊
陳
¢

場
合
l王

女
机

捜
甘
に
.

報
骨
†

る

も
の

と

†

井
十

日
棟

木
食
托

廿

報
み

刊
行
す
.

そ
､

と.

ぁ

る
ベ

L

弟
十
五

條

木

甘
の

総

見
l‡

年
中
絶
食
に

於
て

改

訂
の

泣
打

る

屏
に

依

り
之
か

取
水
†

る

も
り

上

†

(

長
田
地

方
幹
恥
投

)

.

◎
石
川
煉
に

於
け

.

る

七
倍
用
水
路
開

∵

澄
工
事
摘
要

ハ

落
語

)

石
川
顆
に

放
で

用
水
工

串
上

し
で

署
名
に

し
て

且
つ

式
敷
巣
食
も
新

芽
な
る

は

顆
下
の

大
川
手
取

川
に

水
源
を
求
む
る

七
倍
用
水
路
胴
整
工

串
な
り
と

す

該
工

琳
は

顆
群
発
と
し
て

冶
工

丑
約
拾
七
再
汎
を

投
じ

呼l
治
三

十
】

∫

年
起
エ
し
糾
治
三
十
四
年
十
月
に

至
h
故
エ

し
た

る

も
の

に

し
て

常
時

の

常
用
弟
は

耗
多
の

丼
l脚
を
挑
し
て

起
れ
が

竣
成
に

努
め

た
る

も
の

な

ち

と
云
ふ

･

抑
も
手
取
川
は

英
右
岸
に

七
っ

の

用
水
取

入
口

を

有
し

之
専
用
水
路

に

蚊
-
て

施
政
′
さ

る

ヽ

田
地
約
七
千
町
歩
な
卜
し
が

上
先
に

取
入
ロ

む

有
せ

る

二

三
の

水

路
は

用
水
潤
滞
な
る

も

下
洗
に

任
せ
又

〓

ニ
ュ

水
路
は

常
に

用
水
不
足
を

詐
.

へ

困
難
を
成
す
る

こ

と
甚
し
く

且
叉
之
等
七
つ
一

の

取
入
ロ

は

後
輩
紀
す
が

如
き

串
山
の

虜
め

に

淡
水
の

皮
毎
に

堤
防
決
醜

の

原
田
を
な
せ

し
も
の

な
む

之
杏
ニ
ー

つ
･
の

現
胱
を
改
良
せ

ん
が

角
め

七
つ

の

用
水
収

入
口

紅

適
普



.

乃
塙

筒
所
に

凝
や
て

一

つ

と
な
し
用
水
を
次

郎
入
れ

吏
ら
に

粧
耽
反
別

.

七

豚
じ

七
つ
.1

の

用
水
幹
線
に

分
水
し
た

る

む
の

に

し
て

今
や

エ
即
位
り

七
以
凍
十
年
未
だ

一

回
の

用
水
不
足
又
は

洪
水
の

乎
あ

り
し
を
開
か

ず

薬
効
先
の

大
ぢ
る

軒
下
に

其
此
を
見
す
披
で

共
設
計
の

大

要
を
叙
し
て

塵
考
に

供
一

I
一

､

従
前
の

･

用
水

路
及
合
併
の

要
旨

手
取
川
に

あ

る

用
水
取
入
口

は

右
岸
に

七
つ

即
ち

富
際

､

郷
､

中
村

､

--1

払
､

大

鹿
寺

､

申
出

､

新
砂
川

､

左

岸
に

三
つ

糊
ち

息
竹

､

及
二
･

偶
に

し

て

之
等
は

竹
石
川
郡
和
木
町
よ
り

下
洗
二

里
の

間
に

於
て

北
ハ

在
隊

有
岡
.

乃
至

戒
千
閉
を

隔
て

本

川
の

堤
防
に

水
門
を

設
け

以
て

河
水
を
引
入
す

而
し
て

共
石
岸
に

あ

る

七
倍
用
水
は

何
れ
も.

石
川
郡
の

全
部
及
雌

犬
邦

●

の
+

葡
に

宮
竹
外
ニ

ヶ

用
水
は
能
美
郡
の

北

年
部
を
礁
耽
す
る

と
共
に

一

部

分
は
飲
料
沈
淑
又
は

動

力
費

超
に

利
用
せ

♭

是
等
の

用
水
路
は

哲
用
水

甫
妾
期
に

常
ケ

本
川
斜
に

淀
廣
な
る

水
路

を
卯

馨
し

又
は

岱
に

兜
牢
な
る

突
出
堰
堤
を
茶
匙
し
裁
て

洗
水
を
引
導

吸
誘
せ

る

を
以
て

河
床
は

捷
吏
し

一

定
の

脈
絡
な

失
ひ

一

朝
出
水
に

際

し
て

は

流
水
. 一

方
に

漱
炎
奔
瑞
し
骨
に

水
門
及
其
附
近
の

堤
防
を
紫
衝

す
る

の

み
な
ら
す

余
勢
他
の

逮
に

迄
で

波
及
し
往
々

決
輯
毀

損
を
凍
す

こ

上
あ
ち
是
れ

手
収

川
堤
防
破
蕃
の

主
動

力
に

し
て

治
水
病
疏
の

叔
韮

な
る
せ
q

の
ー

亡

す

戯
か

の
.

み

な

ち
ゃ
之
等
用
水
の

内
下

洗
に

位
す
る

三
四
の

用
水
時
期

至
る

も

漸
く
洞
輔
の
ー

水
を
引
用
し

甚
し
き
に

重
り

で

-ま

七
八
月
の

頃
用

水
虚

蕪
せ
ガ
る

惨
状
を

嫁
す
こ

と

頻
年
な
♭

然
る

に

井
上
故
に

あ
る

老

は

之
に

一

反
し

充
分
の

水
を
取
入
れ
何
は

余
り

ぁ
り
技
に

於
て

下
施
用
水

は

分
水
又
は

草
本
ゆ

方
法
を

締
ひ
配
水
を

求
む
る

も
水
は

乾
潤
せ

る

河

地
‥

カ

餌

壮
丁

瓜
を
姐
乱
す
か

身
で

瞥
建
と
恭
敬
の

須
初

其
大
藩
卦
を
失
ひ

僅
か

に

一

小
部
分
を

得
る

七
池
ぎ
ざ
も

の

不
幸
を
装
う

加
之
に

各
用
水
は

悉
く

英
堰
堤

､

川
細
水
円
其
他
の

体
臭
エ

ホ
に

射
し
体
年
焚
す
所
の

エ

叔
-ま

賓
に

秒
七
と
せ

す
(

囚
に

竣
工

橡
の

用
水
焚
は
ニ

ニ

卦
之

-

に

嬢
じ

た

♭
)

故
に

本
合

併
工

恥
は

各
用
水

絡
を

合
併
し
】

の

収
入
口

よ
り

一

次
水

路
を
乾
け
各
自
升
水
し
以
上
の

辞
蕃
を

紹
ち
終
世
安
全
に

各
用
水
を
し

て

共
給
水
を

科
せ

し
め

≠
と
す
る

に

あ
り

二
､

鞋
漑
反
別

･

手
取

川
の

水
を
引
用
せ

る

滞
漑
反
別
を
桐
生
す
る

に

明
治
十
八

年
以

凍
多
少
埼
加
す
る

の

傾
向
.

ゐ
.

る

も

苦
か
ら
や

之
が

叔
近
の

も
の

に

し
て

設

計
常
時
調
査
し
ね
る

も
町

を

凍
ぐ
れ
ば

舐
計
六
千
五

首
五

給
五
町
八

反
六
畝
歩
に

し
て

其
内
辞

去
の

如
し

イ
､

富

樫

用

水

す

､

郷

用

水

ハ

､

山
八
叩

用

水

一
l

､

大
鹿
専
用
水

* ､
､

中

島

用

水

∵

新
砂

川
用
水

･

ト
､

中
.
村

用

水

心
町
･

･

千
応
宵
二

輪
田
町

登
反
正
畝
歩

千
三

富
十
七
町
七
蚊
五

紙
歩

千

五
首
六
給
九
町
費
反
五
畝
歩

五
百
人

給
金
町
八

良
人
畝
歩

五
百
八

町
五

反
八

畝
歩

応
円
盤
姶
六
町
五

反
正

畝
歩

千
首
十
五

町
人

反
歩

六
千
五

官
玉

姶
五

町
人
反
六
畝
歩

三
∵
引
用
水
食
及
各
用
水
分
配
見

本
設
計
を

頒
す
に

督
卜

之
が

偶
発
の

最
も

必
賓
な
る

も
の

は

本
川
の

‥

水

位
及
洗

虫
及
各
風
水
の

引
用
丑
な
も

を
以
て

明
治
十
九
年
以
水
師
蛸

之
が

駒
発
む
叙
す
に

各
用
水
が

引
用
す
る

丑
は

砿
千
田
官
立
滋
尺

告
･

千
八
百
立
方
尺
迄
に

し
て

好
期
共
他
に

丑
水

械
を
簸
て

本
川
の

浅
水

車

夫
-

-



.
洩

切

放

鞍

軌
倒
せ

七
に

澄
低
位
一
は

都
下
四
尺
玉

寸
乃
.
至

六
尺
玉
寸
の

印
を
昇
降
せ

り

ヰ
之
を
平
均
す
る

に

五
尺
五
寸
に

し

て

此
水

位
た

る

や

恰
も

填
き
に

(

明

治
二

十
四
年
十
Jl

)

利
鞘
せ

寸

低
水

位
と

同
じ

き
も
の

に

し
て

拭
に

米
紙

几
爪

を
算
糾
せ

は
一

秒
帖
式
千

百
八

十

立
方
尺
許
と
す

此
供
水
佗
を
ホ
せ
リ

セ

心

概
し
て

九
+

十

∵
一

ゲ

バ
の

頃
に

t
て

m
叔
の

席
耽
に

必

鞍
な
ら

さ

る

の

帖
な
る

々
以
て

本
川
流
‥

‥

八

郎
く
の

如
く

減
す
る

も
更
に

支
柁
な
さ
も
の

J
す

｡

一

･し

腰
年
の

軌
洲
と

漑
騎
に

依
j

之
き

心
一

ケ

年
間
の

中
杓
水
位
を

坊
下
凹

尺
玉
寸
と
発
足
L

て

大
過

へ

仏

き

も
の

と
す
0

∵

故
を
以
て

此
沈
毅

･

ど

界
m
す
ろ

に

一

砂
場
側
に

盤
千

式
於
式
立

方
八
と

な
る

而
し
て

此
水
位
を
示
す
も
の

ほ

†

ヶ

年
中
概
し
て

七
､

八
の

ニ

ケ

〃

周
即
ち
田
畝
燕
漑
の

横
平
期
に

し
て

漉
悶
は

充
分
の

引
用
水
を

必
那
せ

る

の

時
七
j

も
用
水
所
紫
の

茄
に

紛
ほ

余
ぁ
ら

此
他
四
′l
以

後
七
〃
に

至
る
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茄
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滞
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を
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を
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が
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叔
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す
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ぎ
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統
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し
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肺
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和
す
る

に

収
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前
t
な
す
も
決
し
て

共
皆
を

得
ざ
る

可
か

ら
ぎ
る

や

明
か

な
り

然
る

に

本
婦
菜
た

ろ
や

薪
胴
梨
に

ぬ
す
ろ

も
の

に

カ
ム
す
且
は

徒
凍
の

習
恢

に

て

侶
命
英
水
温
は

常
に

同
封
に

洋
々

た

与
も

鮮
理
の

み

に

伏
も

て

非

丑
を
査
定
に

萩
糾
す
る

は
研
か

土
地
の

懲
仰
を
ぜ
す
る

の

み

な
ち
す
少

し
イ
安

倍
を
失
す
る

嫌
あ
り

之
女
以
て

魂
在
の

洗
兄
上
発
途
な
き
も
の

と
し
新
川
水
に

引
用
す
る

水

虫
は

戒
千
田

百
三
秒
立

方
尺
塵
七
と
し
各

用
水
分
水
八

八

は

稚
拙

蚊
別
及
従
凍
の

引
用
几

瓜
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溌
し
光
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せ

ち
･
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仇
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光
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∴
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千
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濃
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爺
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∴
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潜
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耕
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速

達
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わ
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叱
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な
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火

絹
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党
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降
し
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ぜ
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濾
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瀧
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け
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も
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見
収
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怒
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井
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太
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欠
l
か
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中
に

放
か

ぎ

る

も
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し
右
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位
か

以
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⊥
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リ
し
な

ト

ナ輸
ほ
未
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別
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)

に

取
入

Ⅵ
か
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せ
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廿
刈
水
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嘗
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る

水
虫
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耽
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叱
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町

捗
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刀
尺
み

札
位

と

†
る
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命

ほ
一

砂
時
の

所

要
水

虫
有
十

立
刀
尺
斗
り
格

∵

ら

tf

手
取

川
の

最
小
水

裏
手
こ

‡
一

立
方
尺
と

封
脚
し
て

七

甘
月l

水
に
虹

千
也

甘

湿

一

身
ハ

訂
入

そ
レ
軋

軒
の

臥

揮
わ
る

が

知

音
蔓
造
れ

に

告
算
用
太

鼓-

々

用
水

欠
乏
わ

紙
ム

ー
‥

と

わ
り

故
に

手
取

川
点
小
水

銃
刑
定
に

純
印
わ
る

し
の

と

豆

ふ
べ

き
か

･

シ

ー

四
､

収
入
H

及
水
路
の

位
溌

:

･
▲

‥

‥

収
入
口

は
こ

つ

と
.

し

串
両
闘
に

示
す
如
く
従
前
叔
上
洗
に

位
せ

し
宙

｢

樫
用
水
の

位
畔
上
ト
賂
ぺ
に

上
洗
に

是
を
摂
び

爪
一

枚
入
日

に

於
て

接

水
の

軌
今
に

於
て
所
常
軌

氷

雪
最
入
る

…
と
は

困
井
な
j

を

以
甘

茄
一

枚
入
口

に

放
て

武
千
田

姶
三
立

方
尺
を
収
入
れ

残
件
ば

共
修
側
な.

る

現
在
訂
樫

用
水

賠
追
を
改

修
し

是
エ
ー

補
完
す
こ

+
､

せ

ゝ

(

偽

考
)

托

湖
水

円
わ
る

鋪
二

枚
入

口
ほ

十
咋
の

同
乗
だ

甘
つ

て

仲
川
し

た
る

:

と
な
b

故
に

州
水

洗
ほ

班
千
田
十

三

立
方
尺
(

○
､

三
一

町

抄
立

刀
尺
)

以

下
l ‥

し
て

充

分

叱
る

み
托
丁

収
入
口

は

巌
石
に

非
口

を

開
き

咽
喉
部
は

験
泣
と
す
足
れ
エ

衣
少
き

の

み

な
ら

や

且
つ

安
重
な
.

る

を
以
て

朝
飯
符
用
水
取
入
口

碑
偶
に

股
{

る

こ

と
と
せ

ウ
(

翁
具
に

示
せ

る

汲
右
側
の

も
の

は

筋
こ

収

入
口

に

迎

給
し
共
他
の

三
つ

の

も
の

は

節
一

.
取
入
口

と
迎
鮨
す
)

此
位
統
た

る

や

非
上

綻
字
編
笠
山
の

河
岸
よ

り

奔
沈
せ

る

水

勢
の

在

荷
す
る

む
に
し
て

聴
に

英
遡
に

玉
む

一

段
落
下
し

萄
凍
の

沫
滑
な
る

を

以
て

該
淀

深-
の

底
部
を
以
て

新
た

に

岡
整
す
る

水
路
底
と
す
る

は

虫
も

通
常
の

位
牧
瀬
ろ

は

救
年
め
.
井
倉
に

伐
て

耶
か
な
ゝ
夫
れ
よ
b

盲
七
十

和
の

閥
は

銀
鉱
を
軸
若
し

前
官
搾

用
水
出
口

に

放
て

鮨
こ

取
入
口

の

定

温
一
合
ん
弼
所
上
り

椚

虫
と

な
し
申

有
料
の

如
∫
幹
瀬
を

導
1

も
の

も

す
.

備

考
.

矢

玉
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叉
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に

三
十
九
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重
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記

見
取

陶
の

如
き
位
故
に

制
水
エ

を
施

し
光
る

に

耐
彼
詫
も

土
砂
の

唯
我
を

鬼
ざ

ろ

に

至
れ
一

重
ん
制
水
エ
を
以
て
水

門
前
の

水
の

淀
み

を
去
→

海
況
の

流
速
を

速

か

な
ら
し

や
る

に

炊
る

な

ら
ん

涙
含

‥

タ
丈
端
ヾ

■

ヽ

ヽ

l

●

＼

1

､

ヽ

′

‥

㍉
･

′

･

い

-

･

一

●

′

l

･
､

一

ヽ

六

日

遵
等
新

市
水
建

一
切

決
定
と
共
に

設
計
水
面
以
上
こ

尺
或
は

愛
尺
三

寸

道
々
絶
て

川
石
三
十
六

石
紙
よ

ら

五
十
六
石
稲
造
を

以
で

萌

収
従
倖
工

潅
施
七
付
ほ

苅
上
部
に

巾
三
尺
の

犬
澄
む
設
け

未
ュ
事
以
上
は

一

判
決

七
切
取
る

も
の
せ
す
柑
維
伴
は
水
路
底
よ
b

搬
入

坑
尺
上

す

〃

哉
他
倣
水
吐

､

柿
沼
池
野
を
設
け
ぁ
る

も
是
を

略
す

一
偏

考
J

前
氾

窪
み
以
て

沈
下
†

る

か

以
て

収
入
こ

尺
¢

横
石
み

花
山
し
符
梓

エ
か

壌
填
せ

も

所
多
し

▲
+
ハ

∵
取
入
口

水
門
仕
様

･

水

門
は
収
入
月

寝
造
前
に

役
け

最
も
駐
中
を
ま
と
し
別
紙
側

面
入

省

略
)
‥

の

如
く
外
商
頒
絶
て

石
材
及
煉
克
を
以
て

し
内
部
は
コ

γ

ク
廿

ノ

ー

柏

里

且

御
井
エ

制
水
工

ほ
島
こ

間
作
四

同

鼓
六

十

同
○

蛇

咤
な
リ

五
∵

水
路
勾
配
∵

幅
員
水
深
速
力
等
▼

･

､

.

水
路
勾
配
は

所
々

に

於
て

鍵
化
し
墜
道
内
は

式
百
分
の
. 】

に

し
て

以

下
四
百
分
の
+

+

入

官
分
之

一

､

三
宮
分
の

｢

等
‥

上

し
水
路
底
幅
は
各
用

水
を
分
水
寸

る

迄
は

四
十

四

尺

手
ヱ
ハ

給
尺
の

悶

i
,
､

水
洗
は

六
尺

八

寸
よ
り

五
尺
玉
寸
迄
水
濯
は
+

砂
時
に

仰
九
尺
九
寸
よ
ら

七
尺
萱
寸

迄
と
す

り
を

以
て

典
み
各
口

共
安
全
な
る

米
淑
屏
軋
設
イ
而
し

て

藤
は

機
材
に

し
て

高
給
尺
喘
胎
尺
件
八

寸
五

分
上
す
金
物
は

凡
て

棟
域
に

し
て

屏
左

右
の

金
物
は

稲
武
寸
四

分

些
二

分
小
火
金
物
は
巾
三
寸

成
分
坪
田

身
中

央
引
揚
げ

金
紗
暮よ

仙
凹

寸
五

分
仲
人
分
店
構
戊

掃
両
端
に
.

は

｢

-

字
形

の

鎖
銭
金
物
を

附
し
開
閉
典
枠
は

練
絹
襟
四
吋
年
の

湖
銭
に

螺
旋
を

列

し
穂
梅
坪
の

作
風

一
む
似
て

す
英
寸
法

等
は

陶
何
に

示
す
如
し
且

開
閉
乱

の

操
作
及
両
線
腐
蝕
の

防
辣
の

虜
め

木
造
小
鬼
組
を
な

し
呼
水

門
前
に

●

鶴
除
の

翁
め

繊
細
を
設
く

七
､

′

醸
造
仕
様

腿
退

廷
二

列
と
し
各
随
近
間
に

柑
六
尺
の

側
壁
を
残
す
形
状
は

竿
㈲

ア

ー

チ
上
な
し

梅
見
は

灸
式
に

よ
り

之
を

罪
出
し
尉
面
の

如
く

高
九
尺

八
寸
慨
九
尺
せ
す

.

此
両
硝
拡
坪

詑
合
田
夕

一

七

才
に

し
て

組
て

煉
克
工
軒

施
す
嫌
虜
工
心
地
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